
東北支部

　[件　　名]　

　　ローラー車で仮設道路造成中,ローラー車ごと横転し体をはさまれ受傷　　　

　[作業内容]

　　仮設道路造成の盛土箇所においてローラー車での転圧作業

　[発生状況]

    被災者は仮設道路造成の盛土個所においてローラー車で転圧作業中に、盛土法肩（高さ1.0m程度）

　　からローラー車ごと横転し体をはさまれて受傷した。

　[被災程度]

    骨盤輪骨折（全治2ヶ月　リハビリ含む）

　[服装・装備]　　

　　作業服上下，安全帽，安全靴，作業手袋，反射ベスト

　[発生原因]　

　　①被災者は法肩からの離隔がわかる明示が無く，目測に頼るしかなかった。

　　②ローラー車の動きを注視する者がいなかった。

　　③施工班は路肩の確認が不十分だった。

　[再発防止対策]

　　①作業前に作業班長と作業員が作業場所の路肩形状・作業範囲をよく確認し，危険個所（路肩）

　　　を明示してローラー車と法肩の離隔を確保する。

    ②作業個所にローラー車の監視者を配置し，ローラー車の危険な操作を防止する。

    ③ローラー車等建設機械を後退させる時,運転者は後方を目視確認し路肩を把握すると共に，転倒

　　　する危険性のある個所に入る恐れがある場合は，誘導者を配置し法肩への接近を防止する。

　（注）1.「人身災害報告要領」に基づいて記載するものとし、「工事の種類」「災害の種類」「原因」については

　　 　　　該当項目に〇印を付ける。

　　　　2．災害状況の説明と共になるべく図面を添付すること（様式－2）。

　　　　　 特に感電の場合は支持物、電線の離隔距離その他寸法を記入する。
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